
№ 2 0 9 　 令 和 ４ 年 ５ 月 １ 日

P２〜７…… ここが聞きたい予算審査
P８〜９…… 議員定数削減へ
P21　　…… 議会のデジタル化に向けて

目指せ未来のオリンピック選手！
山北ミニバスケットボールクラブ（女子）（関連記事は裏表紙に）

議会ホームページは
こちらから



元気なまち

やまきた
の実現に向けて

令和4年度 予算可決
　令和４年第１回定例会を３月４

日から16日まで開催しました。

　令和４年度予算総額、一般会計

（53億8,700万円）、特別会計、水

道事業会計合わせて91億5,002万円

の予算案を審議し可決しました。

　一般質問は８人の議員が登壇し

ました。（一般質問は13ページか

ら20ページに掲載）

注目事業
みずかみテラス建設に向けて
２億6,321万円

完全給食の実施
こども園・保育園・幼稚園

477万円

三保・清水地区
デマンドタクシー試行運行など

3,109万円

Ｄ52延伸に向けて
山北鉄道公園遊具移設など

6,436万円
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福
祉
課
長　

住
民
非
課
税
世
帯
、
家

計
急
変
世
帯
を
対
象
に
、
１
世
帯

10
万
円
、
9
2
0
世
帯
に
給
付
を

予
定
し
て
い
る
。

企
画
政
策
課
長　

現
在
企
画
政
策

課
で
担
当
し
て
い
る
自
治
会
と
防

災
の
部
分
を
一
本
化
し
て
、
地
域
防

災
力
が
強
化
で
き
る
形
で
課
を
設

置
す
る
こ
と
に
し
た
。

学
校
教
育
課
長　

小
学
校
低
学
年

の
通
学
バ
ス
で
３
時
の
便
が
あ
る
。

朝
の
通
園
時
は
、
小
学
校
と
時
間
差

が
あ
る
の
で
タ
ク
シ
ー
等
の
手
だ

て
を
考
え
て
い
る
。

定
住
対
策
課
長　

若
者
単
身
世
帯
、

同
居
者
に
18
歳
未
満
が
い
る
世
帯
、

事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
の

あ
る
人
、
婚
姻
の
予
約
者
、
こ
ち
ら

を
規
則
で
定
め
る
。

　

若
者
と
い
う
定
義
が
法
律
上
位
置

づ
け
さ
れ
て
い
な
い
が
、
概
ね
40
歳

以
下
と
考
え
て
い
る
。

住
民
税
非
課
税
世
帯

に
対
す
る
特
別
給
付

金
事
業

「
企
画
総
務
課
」「
地

域
防
災
課
」
の
新
設

三
保
幼
稚
園
が
岸
幼

稚
園
に
統
合

み
ず
か
み
テ
ラ
ス
の

設
置
・
管
理
に
関
す

る
改
正

　
特
別
給
付
金
の
内
容
は
。

　
地
域
防
災
課
に
地
域
協
働
に

関
す
る
こ
と
が
加
わ
っ
た
が
具

体
的
に
は
。

　
三
保
地
区
の
園
児
が
、
岸
幼

稚
園
に
通
園
す
る
交
通
手
段
は
。

　
住
宅
ご
と
で
入
居
資
格
は
あ
る

か
。
ま
た
、
若
者
単
身
と
は
、
何

歳
ま
で
を
対
象
と
す
る
の
か
。

１
月
臨
時
会（
１
月
14
日
）

２
月
臨
時
会（
２
月
15
日
）

暖かな日差しに見守られ迎えた閉園式

１月臨時会（１月 14 日） 内　　容

令和３年度一般会計補正予算
（第11号）

地方交付税の増額及び国の補正予算に伴い、住民税非課税世帯に対
する特別給付金事業等増額を図るもの。（１億 1,299 万円）

２月臨時会（２月 15 日） 内　　容

課設置条例の一部改正
住民サ－ビスのさらなる充実と、様々な行政課題に向けた行政組織
及び機構の見直しを図るもの。
企画政策課→企画総務課　総務防災課→地域防災課

山北町立の小中学校等の設置に
関する条例の一部改正

令和４年４月１日に町立三保幼稚園が町立岸幼稚園に統合されるこ
とに伴う改正。

地域優良賃貸住宅の設置及び
管理に関する条例の一部改正

みずかみテラスの設置に伴う改正。
整備を進めてきた水上住宅の名称が「みずかみテラス」となった。
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町
長　
（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
に
よ
り
町
は
大

き
く
変
わ
る
。
供
用
開
始
ま
で

に
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
防
災
体

制
を
構
築
し
て
、
訪
れ
た
皆
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

企
画
政
策
課
長　

ま
ず
は
優
先

的
に
、
ゲ
ー
ト
空
間
の
演
出
と

し
て
ウ
ェ
ル
カ
ム
サ
イ
ン
の
設

置
、
造
成
の
り
面
へ
の
植
栽
、

道
の
駅
や
オ
ア
シ
ス
公
園
な
ど

の
改
修
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
大
野
山
か
ら
の
眺
望

ス
ポ
ッ
ト
の
整
備
や
、
旧
清
水

小
中
学
校
跡
地
の
利
活
用
、
道

の
駅
と
ふ
れ
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
の

連
絡
通
路
な
ど
も
順
次
検
討
し

て
い
く
。

4
期
目
に
向
け

　
ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
き
思
い
は

地
域
振
興
に
重
要
な

　
　
　
イ
ン
タ
ー
周
辺
整
備

　

4
月
か
ら
新
た
な
組
織

で
ス
タ
ー
ト
す
る
。
町
長

の
思
い
は
。

　
（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
は
、
供
用

開
始
に
合
わ
せ
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む

べ
き
で
は
。

1
日
目予算審査ここが

聞きたい？？？
令和４年度　一般会計・特別会計・水道事業会計　

� 予算総額　91億5002万円
令和４年度の一般会計及び各特別会計・水道事業会計の予算について、
３月 11 日、14 日の予算特別委員会（石田照子委員長）で審議した。
主な質疑は以下の通り。

石田照子予算特別委員会委員長

　
S
D
G
s
へ
の
取
り
組

み
は
、
町
と
し
て
し
っ
か

り
関
わ
る
べ
き
で
は
。

町
長　

太
陽
光
発
電
を
検
討
し

て
い
る
民
間
事
業
者
か
ら
、
旧

清
水
診
療
所
の
跡
地
を
活
用
し

た
い
と
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
町
も
協
力
し
て
い
く
。

町
長　

令
和
4
年
度
か
ら
始
ま

る
0
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
一
貫

教
育
・
保
育
や
、
防
災
関
係
を

重
点
内
容
と
し
た
。

　

第
6
次
総
合
計
画
の
重

点
内
容
は
。

着々と工事が進む川西エリア
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環
境
課
長　

県
負
担
は
終
了
し

た
。
現
在
は
、
企
画
調
整
事
業

の
土
地
借
り
上
げ
料
か
ら
支
出

し
て
い
る
。

　

現
状
で
は
、
利
活
用
は
難
し

く
、
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
も
含
め

検
討
す
る
。

旧
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は

�

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

　

県
が
5
年
間
支
払
う
と

し
て
い
た
、
旧
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
の
負
担
金
の
状

況
は
。

　

年
間
の
維
持
費
も
か
か

り
、
新
た
な
対
策
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
防
災
課
長　

令
和
4
年
11

月
以
降
も
使
用
可
能
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
対
応
の
戸
別
受
信
機

へ
の
買
い
替
え
は
、
令
和
5
年

度
か
ら
助
成
も
含
め
て
実
施
す

る
計
画
で
あ
る
。

行
政
無
線
が
デ
ジ
タ
ル
化

　
聞
き
取
り
や
す
く
な
る
か

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、

使
用
中
の
戸
別
受
信
機
は

利
用
で
き
な
く
な
る
の
か
。

企
画
政
策
課
長　

令
和
3
年
度

利
用
者
の
意
見
は
、
9
割
の
方

に
満
足
い
た
だ
い
た
。

　

来
年
度
は
、
要
望
の
あ
っ
た

町
外
運
行
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

交
通
が
不
便
な
地
域
の

　
お
出
か
け
を
サ
ポ
ー
ト

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
試

行
運
行
は
、
利
用
者
の
意

見
を
反
映
し
、
よ
り
便
利

に
改
善
を
。

農
林
課
長　

施
設
利
用
料
一
頭

3
千
円
で
、
町
が
2
千
円
補
助

す
る
。

　

ま
た
、
建
設
費
や
運
営
費
は

足
柄
上
郡
5
町
で
分
担
す
る
。

鳥
獣
害
対
策

　
１
歩
前
進
と
な
る
か

　

松
田
町
に
完
成
予
定
の

ジ
ビ
エ
食
肉
処
理
加
工
施

設
の
、
運
用
と
経
費
は
。

都
市
整
備
課
長　

令
和
４
年
度

は
、
鉄
道
公
園
内
の
既
存
遊
具

を
平
山
の
び
の
び
公
園
等
に
移

設
す
る
な
ど
鉄
道
公
園
の
東
側

に
新
た
な
複
合
遊
具
の
設
置
を

進
め
て
い
く
。

副
町
長　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
等
を
活
用
し
、
関
係
人
口
増

加
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
く
。

D
52
の
軌
道
延
伸
計
画
は

　

Ｄ
52
延
伸
に
向
け
た
整

備
計
画
と
、
今
後
の
事
業

展
開
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

利活用が望まれる旧ビジターセンター
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定
住
対
策
課
長　

入
居
開
始
は

９
月
１
日
か
ら
の
予
定
。
広
報

誌
へ
の
掲
載
や
、
不
動
産
サ
イ

ト
な
ど
全
国
的
に
情
報
発
信
を

し
て
、
６
月
１
日
か
ら
申
し
込

み
を
開
始
す
る
予
定
で
進
め
て

い
く
。

子
育
て
に
や
さ
し
い
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
移
住
・
定
住
に
期
待

　

み
ず
か
み
テ
ラ
ス
の
募

集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

予
算
審
査
２
日
目

福
祉
課
長　

７
月
に
は
始
め
る

予
定
。
米
な
ど
食
材
は
地
産
地

消
に
努
め
て
い
く
。

　

現
在
実
施
さ
れ
て
い
な

い
３
歳
～
５
歳
の
園
児
に

主
食
も
提
供
す
る
完
全
給

食
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。
ま
た
、
使
用
す
る
食

材
は
町
内
産
を
利
用
す
る

べ
き
で
は
。

生
涯
学
習
課
長　

１
回
目
は
６

～
７
か
月
検
診
時
に
、
２
回
目

は
３
歳
児
検
診
時
に
、
３
回
目

は
小
学
校
入
学
時
に
、
リ
ス
ト

か
ら
選
ん
で
い
た
だ
い
た
好
き

な
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

の
新
た
な
取
り
組
み
と
は
。

福
祉
課
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
良
い
と
い
う
反
応
が
多

か
っ
た
。
他
施
設
と
の
リ
モ
ー

ト
交
流
を
す
る
な
ど
委
託
の
メ

リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

民
間
に
委
託
し
た
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
状
況
と
、

反
響
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長　

各
校
月
2
回

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

一
貫
教
育
・
保
育
の
基
本
方

針
が
示
さ
れ
た
た
め
、
今
後
は

更
に
、
小
中
学
校
の
連
携
が
図

ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

一
人
１
台
パ
ソ
コ
ン

　
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
か

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
実
現
の
予
定
は
。

　

ま
た
、
一
貫
教
育
を
進

め
る
う
え
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
活
用
は
小
中
学
校
と
連

携
が
図
ら
れ
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長　

大
規
模
災
害
時
な

ど
、
自
力
で
避
難
で
き
な
い
方

の
名
簿
を
作
成
し
て
い
る
。

　

名
簿
は
、
関
係
機
関
と
情
報

共
有
し
、
緊
急
時
の
早
急
な
救

助
に
つ
な
げ
て
い
く
。

自
力
避
難
で
き
な

い
方
へ
実
効
性
の

あ
る
支
援
を

　

災
害
時
は
高
齢
者
や
障

が
い
の
程
度
に
か
か
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
方
の
支
援

に
繋
げ
て
い
く
べ
き
で
は
。

一人１台パソコンでの授業風景（川村小学校）

楽しい給食（こども園）

6
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福
祉
課
長　

行
政
の
役
割
は
、

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
し
て
も
多

様
性
を
認
め
合
う
こ
と
の
で
き

る
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。

　

国
、
県
、
近
隣
自
治
体
と
連

携
し
て
啓
発
に
努
め
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
言
制

度
が
始
ま
る

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

方
が
広
く
認
知
さ
れ
、
暮

ら
し
や
す
く
な
る
よ
う
一

層
の
支
援
を
。

生
涯
学
習
課
長　

資
機
材
が
高

騰
し
て
お
り
、
当
分
の
間
、
好

転
が
見
込
め
な
い
た
め
、
令
和

３
年
度
、
４
年
度
と
も
実
施
は

見
送
っ
た
。

　

町
・
県
内
産
木
材
の
使
用
は

前
向
き
に
検
討
す
る
。

ど
う
な
る
旧
体
育
館
跡
地

　

現
在
、
駐
車
場
に
な
っ

て
い
る
旧
体
育
館
跡
地
だ

が
、
建
設
実
施
に
向
け
た

計
画
は
。

　
ま
た
、そ
の
際
に
は
、町・

県
内
産
の
木
材
を
使
用
す

る
べ
き
で
は
。

上
下
水
道
課
長　

現
在
、
資
産

整
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
令

和
４
年
か
ら
５
年
で
、
条
例
の

整
備
を
行
う
。

副
町
長　

一
般
会
計
か
ら
の
基

準
外
繰
入
（
※
）
は
基
本
的
に

で
き
な
く
な
り
、
下
水
道
料
金

へ
の
影
響
を
危
惧
し
て
い
る
。

※
基
準
外
繰
入　

総
務
省
か
ら

毎
年
、
基
準
が
示
さ
れ
る
一
般

会
計
か
ら
負
担
す
べ
き
経
費
が

「
基
準
内
繰
入
」
で
、
そ
れ
以
外

の
赤
字
補
填
分
の
繰
入
金
が
「
基

準
外
繰
入
」
と
い
う
。

特
別
会
計

　
下
水
道
事
業
は
、
令
和
６

年
度
か
ら
企
業
会
計
へ
移

行
す
る
が
、
準
備
内
容
は
。

　

ま
た
、
単
独
企
業
と
し

て
運
営
す
る
た
め
の
経
営

努
力
を
す
る
べ
き
で
は
。

下
水
道
事
業

上
下
水
道
課
長　

県
が
水
源
地

域
の
水
環
境
の
改
善
を
図
る
目

的
で
始
め
た
事
業
で
あ
り
、
県

へ
の
働
き
が
け
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

水
源
環
境
保
全
再
生
事

業
は
令
和
８
年
で
終
了
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

事
業
運
営
に
つ
い
て
県

へ
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

町
設
置
型
浄
化
槽
事
業

保
険
健
康
課
長　

国
保
税
の
検

討
が
必
要
と
考
え
る
。

　

健
康
で
い
る
た
め
に
、
積
極

的
に
健
診
し
て
い
た
だ
く
と
共

に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

利
用
す
る
な
ど
、
医
療
費
を
抑

え
て
い
た
だ
く
た
め
の
通
知
を

し
て
い
く
。

　

国
保
の
歳
入
で
は
、
一

般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
入

金
が
さ
れ
て
い
る
。
医
療

費
を
抑
え
る
努
力
を
し
て

い
く
べ
き
で
は
。

国
民
健
康
保
険
事
業

神奈川の水がめ　三保ダム

駐車場として多くの方に利用されている体育館跡地
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議員
発議 山北町議会議員定数

14人から12人へ
議
員
定
数
２
削
減
を　
　
　
　

可
決

賛
成
多
数
で

　山北町議会議員の定数を定める条例の一部改正する条例の制定について

（提案理由）
　地方を取り巻く厳しい社会経済状況や本町の人口動向などを踏まえ、更に町民
に寄り添う議会を目指し、議会議員の定数を削減するもの

（附則）
　次の一般選挙から施行する 

「
議
員
の
矜
持
」

�

清
水
　
明

　

全
国
的
な
状
況
と
し
て
、
定

数
削
減
の
声
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
原
因
と
し
て
は

地
方
民
主
主
義
の
根
幹
を
な
す

「
二
元
代
表
民
主
制
」
の
意
義
を

正
当
に
理
解
し
て
い
な
い
事
に

あ
る
。

　

長
ら
く
中
央
集
権
と
結
び
つ

い
た
「
強
い
首
長
」
の
前
で
議

会
は
脇
役
で
あ
り
、
た
だ
存
在

す
る
だ
け
で
、
役
に
立
っ
て
い

な
い
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
が
作
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

私
た
ち
議
会
は
「
議
会
の
見

え
る
化
、
見
せ
る
化
」
の
取
り

組
み
を
進
め
、
議
会
の
重
要
性

を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
活

動
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
活
動

の
評
価
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
。

議
会
・
議
員
の
活
動
は
ど
う
な

の
か
。

　

評
価
を
受
け
た
後
、
改
め
て

定
数
に
つ
い
て
自
分
た
ち
の
こ

と
と
し
て
町
民
の
み
な
さ
ん
を

ま
じ
え
て
議
論
す
べ
き
だ
と
考

え
る
。

「
議
会
が
自
ら
身
を
切
る
」

�

和
田
成
功

　

民
主
主
義
、
住
民
自
治
の
根

幹
で
あ
る
議
会
が
し
っ
か
り
と

機
能
す
る
事
、
広
く
民
意
が
反

映
さ
れ
る
事
は
町
民
の
権
利
で

あ
り
、
そ
の
権
利
が
最
大
限
発

揮
で
き
る
議
会
の
体
制
を
作
っ

て
い
く
事
が
重
要
で
あ
る
。

　

定
数
に
つ
い
て
、
議
会
が
自

ら
身
を
切
り
、
変
革
を
し
て
い

く
姿
勢
を
示
す
事
、
ま
た
、
そ

れ
以
上
に
議
員
一
人
一
人
が
よ

り
多
く
の
よ
り
多
様
な
町
民
意

見
を
集
約
し
、
そ
の
統
合
に
努

め
る
事
で
、
議
会
の
弱
体
化
を

阻
止
す
る
事
が
で
き
、
議
会
変

革
に
努
め
て
い
く
事
、
こ
の
様

な
取
組
こ
そ
が
、
町
民
か
ら
の

負
託
に
応
え
る
も
の
で
あ
り
、

議
会
自
ら
が
率
先
し
て
傷
み
を

堪
え
、
定
数
削
減
を
実
行
す
る

事
の
意
義
は
大
き
い
。

　

定
数
は
、
町
を
取
り
巻
く
社

会
状
況
の
変
化
や
推
移
等
を
把

握
し
、
議
会
の
あ
り
方
も
含
め

た
検
討
を
継
続
し
て
い
く
事
も

重
要
で
あ
る
。

「
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
」

�

堀
口
恵
一

　

定
数
削
減
は
議
会
の
弱
体
化
を

意
味
し
、
民
意
反
映
を
弱
め
る
こ

と
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

情
報
化
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
が
進
む

現
代
、
益
々
ソ
フ
ト
が
重
要
な
時

代
で
あ
る
。

　

議
会
は
町
の
意
思
決
定
機
関
で

あ
り
ソ
フ
ト
の
頂
点
に
な
る
訳

で
、
し
っ
か
り
と
し
た
情
報
収
集

と
議
論
が
必
要
で
あ
り
、
議
論
が

出
来
る
議
員
の
充
実
は
必
要
な
こ

と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
の
一
般
会
計
予
算

は
、
10
年
連
続
で
過
去
最
大
を

更
新
し
て
お
り
、
山
北
町
の
予

算
も
大
き
く
な
り
続
け
て
い
る
。

　

山
北
町
の
面
積
が
極
端
に
広

い
と
言
う
特
殊
事
情
（
小
田
原

市
の
２
倍
、
南
足
柄
市
の
３
倍
）

も
あ
る
。
山
北
町
は
大
き
く
分

け
て
清
水
三
保
地
区
エ
リ
ア
と

山
北
岸
向
原
地
区
エ
リ
ア
の
２

つ
に
生
活
圏
が
別
れ
て
お
り
、

２
町
分
の
議
論
が
あ
っ
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
原

案
に
は
反
対
で
あ
る
。
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「
12
名
で
議
会
の
機
能
は
可
能
」

�

瀬
戸
恵
津
子

　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
高
齢

化
に
よ
る
医
療
費
の
増
額
や
公

共
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
費
の

増
大
、
災
害
へ
の
備
え
、
教
育
・

子
育
て
支
援
等
へ
の
財
源
の
充

実
に
つ
い
て
は
、
町
の
将
来
像

を
描
く
と
き
非
常
に
、
厳
し
い

現
実
が
あ
る
。

　

ま
た
、
首
長
の
お
も
い
だ
け

で
町
の
将
来
像
は
決
め
ら
れ
る

は
ず
は
な
く
、
議
会
の
議
論
、

多
数
に
よ
る
決
定
、
町
政
を
監

視
す
る
と
い
う
機
能
を
実
践
し

町
民
の
多
様
な
民
意
を
く
み
取

り
代
弁
し
て
い
く
事
こ
そ
議
員

の
使
命
だ
。

　

議
会
の
見
え
る
化
・
見
せ
る

化
、
議
員
の
資
質
向
上
、
議
会

活
動
・
委
員
会
活
動
の
活
性
化

こ
れ
ら
を
推
進
し
、
町
民
福
祉

の
向
上
、
持
続
可
能
な
町
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
定
数

を
12
名
に
改
正
し
て
も
可
能
で

あ
る
。

「
削
減
の
前
に
議
会
力
強
化
を
」

�

冨
田
陽
子

　

従
来
か
ら
の
課
題
で
あ
る
少

子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
町
税

減
収
、
耕
作
放
棄
地
、
鳥
獣
害

が
解
決
さ
れ
な
い
状
況
に
加

え
、
新
た
に
コ
ロ
ナ
、
激
甚
災

害
な
ど
課
題
は
増
え
る
一
方

で
、
予
算
規
模
も
年
々
増
加
し

て
い
る
。

　

自
治
会
等
の
自
治
の
機
能
も

低
下
す
る
な
ど
減
っ
た
故
の
問

題
は
増
え
、
行
政
の
役
割
は
増

え
る
一
方
だ
。

　

こ
の
現
状
に
対
し
、
議
員
自

ら
人
数
を
減
ら
し
果
た
し
て
町

民
に
寄
り
添
う
議
会
に
な
る
の

か
。
町
民
の
声
を
反
映
で
き
て

い
る
の
か
。

　

一
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
み
れ
ば
、
定
数
削
減
の
前

に
や
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
。

　

議
員
が
議
員
を
選
ぶ
こ
と
は

で
き
な
い
。
定
数
を
減
ら
し
少

数
精
鋭
を
目
指
す
な
ら
ば
、
選

挙
の
度
に
ど
ん
な
メ
ン
バ
ー
に

な
っ
て
も
議
会
力
が
衰
え
無
い

よ
う
な
体
制
づ
く
り
が
最
優
先

で
は
な
い
か
。

「
町
民
の
幸
せ
を
願
っ
て
…
」

�

石
田
照
子

　

当
議
会
は
、
こ
こ
数
年
、
議

会
改
革
に
力
を
注
ぎ
、
研
修
を

重
ね
る
と
と
も
に
、
町
民
と
の

対
話
の
機
会
を
増
や
し
、
今
ま

で
と
は
違
っ
た
議
会
の
形
を
模

索
し
、
議
会
力
の
向
上
に
努
め

て
き
た
。

　

私
た
ち
は
、
町
民
の
幸
せ
を

願
っ
て
福
祉
の
向
上
を
図
る
べ

く
活
動
を
し
て
い
る
。
そ
の
基

本
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
町
民
の

負
託
に
こ
た
え
る
こ
と
が
、
私

た
ち
に
、
そ
し
て
議
会
に
課
せ

ら
れ
た
責
務
で
あ
り
、
議
会
力

の
低
下
を
招
く
要
因
は
、
数
の

問
題
で
は
な
い
。

　

近
年
の
社
会
情
勢
、
町
の
状

況
、
町
民
か
ら
漏
れ
聞
こ
え
る

声
等
総
合
的
に
判
断
し
、
議
員

定
数
削
減
を
決
断
下
す
べ
き
時

が
来
て
い
る
と
思
い
条
例
改
正

に
賛
成
す
る
。

「
住
民
の
意
見
を

�

尊
重
す
る
た
め
に
」

�

瀬
戸
伸
二

　

議
員
は
、
住
民
の
直
接
選
挙

に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
住
民
全
体

の
代
表
者
と
し
て
議
会
を
構
成

し
て
い
る
。
議
員
定
数
に
つ
い

て
町
民
か
ら
意
見
聴
取
を
行
う

と
、
多
く
の
町
民
は
「
定
数
は

減
ら
し
た
方
が
良
い
」
と
解
答

す
る
。
町
民
の
声
を
尊
重
す
る

上
で
、
定
数
の
削
減
は
止
む
を

得
な
い
と
考
え
る
。

　

今
後
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し

た
議
会
運
営
を
行
う
こ
と
で
、

削
減
に
よ
る
議
員
活
動
量
の
低

下
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
る
。
私
は
、
住
民
の
声
を
考

慮
し
２
名
削
減
に
賛
成
す
る
。

賛
成　
10
票

反
対　
３
票

　
賛
否
結
果
は
11
Ｐ
へ
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議案等審 議の結果
第１回　臨時会（１月 14 日）

件　　　　　名 審議結果 件　　　　　名 審議結果
令和 3 年度一般会計補正予算（第 11 号）
・�主に住民税非課税世帯等への臨時特別給付金事業

による増額で、歳入歳出それぞれ１億 1299 万円
を増額し、予算の総額を 64 億 1731 万円とする

可　決

第２回　臨時会（２月 15 日）
件　　　　　名 審議結果 件　　　　　名 審議結果

課設置条例の一部を改正する条例
・�住民サービスの充実と様々な行政課題解決に向けた

行政組織及び機構の見直しに伴い、改正するもの
   �「企画政策課」を「企画総務課」に、「総務防災課」

を「地域防災課」に改めるもの

可　決 町営住宅条例の一部を改正する条例
・�町営水上住宅の用途廃止に伴い、改正するもの 可　決

地域優良賃貸住宅整備基金に関する条例の一部を
改正する条例
・�みずかみテラスの設置に伴い、改正するもの

可　決
地域優良賃貸住宅の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例
・�みずかみテラスの設置に伴い、改正するもの

可　決

町立の小中学校等の設置に関する条例の一部を改正する条例
・�令和４年４月１日に三保幼稚園が岸幼稚園に統

合されることに伴い、改正するもの
可　決

第１回　定例会（３月４日～ 16 日）
件　　　　　名 審議結果 件　　　　　名 審議結果

空家等の適正管理に関する条例
・�空家等対策の推進に関する特別措置法等に定め

るもののほか、空家等の適切な管理の促進を図
るため、制定するもの

可　決
砂利採取税条例を廃止する条例
・�令和４年３月 31 日限りで砂利採取税を廃止する

ことに伴い、廃止するもの
可　決

工場立地法第４条の２第１項の規定に基づく準則
を定める条例
・�工場立地法の一部改正により、県が有する町村区域に

おける緑地面積率の準則の制定権が町に移譲されたこ
とに伴い、必要な事項を定めるため、制定するもの

可　決

令和３年度一般会計補正予算（第 12 号）
・�主に歳入は国・県補助負担金の確定見込み等に

よる変更で、歳出は各事業費の執行見込みによ
る減額で、歳入歳出それぞれ 6997 万円を増額し、
予算の総額を 64 億 8728 万円とする

可　決

附属機関に関する条例の一部を改正する条例
・�空家等の適切な管理の促進を図ることを目的と

して、山北町空家等対策協議会を町附属機関と
するため、改正するもの

可　決

令和３年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第
２号）
・�主に確定見込み等による県支出金、保険給付費

の減額で、歳入歳出それぞれ 5198 万円を減額し、
予算の総額を 14 億 7110 万円とする

可　決

職員定数条例の一部を改正する条例
・�令和４年４月１日から町の組織機構の見直しが

実施されるにあたり、所要の改正を行う必要が
生じたため、改正するもの

可　決

令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
・�主に後期高齢者医療広域連合納付金の増で、歳

入歳出それぞれ 750 万円を増額し、予算の総額
を 1 億 9408 万円とする

可　決

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
・�国家公務員について非常勤職員の育児休業等の所得要件

の緩和等が措置されることに伴い、地方公務員において
も同様の措置をとる必要が生じたため、改正するもの

可　決

令和３年度町設置型浄化槽事業特別会計補正予算
（第２号）
・�主に浄化槽設置事業の減で、歳入歳出それぞれ 2209

万円を減額し、予算の総額を 2962 万円とする

可　決

特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例
・�課設置条例の一部改正に伴い、改正するもの 可　決

令和３年度介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
・�主に確定見込み等による保険給付費の増で、歳

入歳出それぞれ 200 万円を増額し、予算の総額
を 12 億 9324 万円とする

可　決

認定こども園条例の一部を改正する条例
・�教育認定子どもと保育認定子どものニーズの変

化に対応し、利用実態に基づいた定員設定とす
るため、改正するもの

可　決

令和３年度商品券特別会計補正予算（第４号）
・�プレミアム付き商品券の確定見込みによる減で、

歳入歳出それぞれ 146 万円を減額し、予算の総
額を 1 億 5051 万円とする

可　決

国民健康保険税条例の一部を改正する条例
・�地方税法施行令の改正に伴い、改正するもの 可　決 令和４年度一般会計予算

・�予算の総額を 53 億 8700 万円とする
可　決

（賛成多数）

消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
・�消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律の

一部が改正されたことに伴い、改正するもの
可　決 令和４年度国民健康保険事業特別会計予算

・�予算の総額を 14 億 2772 万円とする 可　決
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議案等審 議の結果
件　　　　　名 審議結果 件　　　　　名 審議結果

令和４年度後期高齢者医療特別会計予算
・�予算の総額を２億 383 万円とする 可　決

町道路線の認定（町道 275 号 北原線）
・�県道 74 号（小田原山北）から町道 58 号（堀込

上野下線）までの路線を町道として維持管理す
る必要が生じたため、認定するもの

可　決

令和４年度下水道事業特別会計予算
・�予算の総額を３億 9929 万円とする 可　決 町道路線の認定（町道 276 号 原耕地 14 号線）

・�新規路線開設に伴い、認定するもの 可　決

令和４年度町設置型浄化槽事業特別会計予算
・�予算の総額を 5174 万円とする 可　決

副町長の選任
・�副町長の任期満了に伴い、選任するもの
   �「山崎佐俊」氏

可　決

令和４年度山北財産区特別会計予算
・�予算の総額を 641 万円とする 可　決

固定資産評価審査委員会委員の選任
・�固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴い、

選任するもの
   �「大野博世」氏

可　決

令和４年度共和財産区特別会計予算
・�予算の総額を 7844 万円とする 可　決

教育委員会委員の任命
・�教育委員会委員の任期満了に伴い、任命するもの
   �「今村敏雄」氏

可　決

令和４年度三保財産区特別会計予算
・�予算の総額を 583 万円とする 可　決 議会委員会条例の一部を改正する条例

・�課設置条例の一部改正等に伴い、改正するもの

令和４年度介護保険事業特別会計予算
・�予算の総額を 12 億 8877 万円とする 可　決

議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例
・�地方を取り巻く厳しい社会経済状況や本町の人

口動向などを踏まえ、更に町民に寄り添う議会
を目指し、議会議員の定数を削減するもの

可　決
（賛成多数）

令和４年度商品券特別会計予算
・�予算の総額を 741 万円とする 可　決

南足柄市山北町開成町一部事務組合議会議員の選挙
・�南足柄市、山北町、開成町で構成する組合議会の議員の

任期満了に伴い、町選出の組合議会議員を選挙するもの
指名推選

令和４年度水道事業会計予算
・�予算の総額を２億 9359 万円とする 可　決

令和４年度土地開発公社事業計画及び予算
・�つぶらの事業用地や開発中土地の利活用の調査

研究及び用地の管理、資産活用事業など
   �収益的収入及び支出予定額：2375 万円　
   �資本的収入及び支出予定額：１億 6696 万円

報告のみ

☆賛成・反対があった議案 (第１回定例会）
瀬
戸
恵
津
子

山
崎
政
司

和
田
成
功

熊
澤
友
子

鈴
木
登
志
子

瀬
戸
顯
弘

瀬
戸
伸
二

清

水

明

府
川
輝
夫

遠
藤
和
秀

堀
口
恵
一

冨
田
陽
子

石
田
照
子

令和４年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○

※○は賛成、●は反対を表しています。児玉洋一議長は、採決に加わりません。

議員名（議席順）
議 案 件 名

未
来
あ
る
延
伸
整
備
を

�

冨
田
陽
子

　

以
下
２
点
で
疑
問
が
残
る
た
め
反
対
す
る
。

１
、
Ｄ
52
延
伸
に
向
け
て
の
公
園
整
備
は
、

一
般
財
源
で
は
な
く
、
補
助
金
や
民
間
財
源

を
活
用
し
、
一
般
財
源
は
町
民
の
福
祉
向
上

へ
最
優
先
に
使
う
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
不

安
材
料
と
し
て
、
①
コ
ロ
ナ
禍
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
・
経
済
効
果　

②
不
安
定
な
世
界
情
勢

下
で
の
工
事
の
見
通
し　

③
４
期
目
の
出
馬

表
明
で
は
、
Ｄ
52
の
文
字
は
な
く
、
延
伸
が

最
終
目
標
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

　

延
伸
す
る
な
ら
ば
、
Ｄ
52
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
る
べ
き
だ
。

鉄
道
フ
ァ
ン
が
キ
ュ
ン
キ
ュ
ン
す
る
仕
掛
け

や
グ
ッ
ズ
、
森
林
鉄
道
な
ど
、
民
間
も
出
資

し
た
く
な
る
将
来
的
展
開
が
あ
る
ビ
ジ
ョ
ン

を
求
め
る
。

２
、
職
員
数
が
年
々
減
少
し
、
来
年
度
も
減

少
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
・
災
害
・
熊

出
没
時
等
で
の
予
定
外
、
時
間
外
の
対
応
の

多
さ
に
職
員
の
負
担
増
を
危
惧
す
る
。
早
急

に
原
因
を
分
析
し
、
増
員
を
求
め
る
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
一
貫
教
育
を

�

遠
藤
和
秀

　

歳
入
で
は
町
税
に
僅
か
で
す
が
増
収
が
見

ら
れ
、
歳
出
抑
制
を
図
り
な
が
ら
財
源
配
分

の
工
夫
に
よ
り
「
み
ん
な
で
つ
く
る
魅
力
あ

ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
や
ま
き
た
」
を
実
現
す

る
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

定
住
対
策
事
業
で
は
、
東
山
北
１
０
０
０

計
画
に
基
づ
く
み
ず
か
み
テ
ラ
ス
が
８
月
に

完
成
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
供

用
開
始
が
延
期
と
な
る
が
、
前
向
き
に
と
ら

え
て
予
算
を
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
役
場
の
課
の
見
直
し
に
よ
り
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
乳
幼
児
期

か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
一
貫
し
た
教
育
・

保
育
を
進
め
る
た
め
に
「
こ
ど
も
教
育
課
」

を
新
設
し
、希
望
の
持
て
る
予
算
編
成
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
評
価
し
、
原
案
ど
お
り
当
初

予
算
に
賛
成
す
る
。

令和４年度一般会計当初予算：賛成反対討論反対 賛成
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平山地区の工業団地

新
規
条
例
審
査

空家等の適正な管理の推進へ

＜この条例のポイントは？＞
・法定協議会を設置　　�空家対策はケースによってかなり込み入った状況になるの

で、法律の専門家また不動産の専門家等で構成する法定協
議会を設置して、意見を聞きながら進めていくもの。

・安全代行措置の規定　特定空家等を解消するための対策
　　　　　　　　　　　�個人の財産を侵害しない軽微なものについて町が緊急で措

置を行うものを規定するもの。

【
審
査
で
の
主
な
質
疑
応
答
】

　
軽
微
な
緊
急
措
置
に
関
し
て
は
特
定

空
家
に
認
定
し
な
く
て
も
、
町
と
し
て

措
置
が
必
要
だ
と
判
断
し
た
ら
で
き
る

の
か
。

環
境
課
長
　
緊
急
を
要
す
る
も
の
で
軽
微

な
も
の
は
、
本
来
、
所
有
者
が
や
る
べ
き

だ
が
、
町
が
緊
急
で
代
行
で
き
る
。

　
費
用
等
は
追
跡
調
査
を
し
な
が
ら
、そ
の

所
有
者
や
管
理
者
等
に
請
求
を
し
て
い
く
。

　
　
　

　
専
門
的
な
知
見
が
必
要
だ
が
、
法
定

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
。

環
境
課
長
　
町
長
、
大
学
の
教
授
、
弁
護

士
、
司
法
書
士
、
宅
地
建
物
取
引
士
、
建

築
士
に
加
え
て
消
防
関
係
又
は
警
察
等
を

考
え
て
い
る
。

〜この条例のポイント〜

地域の環境を踏まえた
　町独自の緑化率が可能に

・第一種区域　　住居系や商業系　　緑地面積率25％以上　環境施設面積率30％以上

・第二種区域　　工業系地域　　　　緑地面積率15％以上　環境施設面積率20％以上

〈
審
査
で
の
主
な
質
疑
応
答
〉

　
こ
の
条
例
が
対
象
と
な
る
施
設
は
町
内
に

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
町
内
に
６
事
業
者
あ
り
、
岸

地
区
の
工
業
地
域
、
平
山
の
工
業
団
地
エ
リ
ア
、

諸
渕
工
業
団
地
の
中
の
事
業
者
も
含
ま
れ
る
。

・町が行う緊急措置の
 規定

　本
会
議
に
上
程
さ
れ
た
「
山
北
町
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」
と
「
山
北
町
工
場
立

地
法
第
４
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る
条
例
の
制
定
」
は
総
務
環
境
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
委
員
会
に
て
条
例
審
査
を
行
い
、
本
会
議
に
お
い
て
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

一
般
質
問

原稿は、質問者本人が作成しています。

和田 成功 議員

問 災害に強い森林整備を
答 森林整備に積極的に取り組んでいく

　
森
林
は
、
土
砂
災
害
防
止
機
能
も
含

め
た
多
様
な
機
能
を
有
す
る
こ
と
か

ら
、
従
来
か
ら
「
緑
の
社
会
資
本
」
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
当
町
に
お
い

て
も
近
年
の
豪
雨
災
害
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
な
山
地
災
害
が
多
発
し
て
い
る
。

　
早
急
に
森
林
の
土
砂
災
害
防
止
機
能

を
高
度
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
、
山
間
地
域
の
減
災
に
寄
与
し
て

い
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
改
め
て
認

識
し
て
い
る
。

　
当
町
と
し
て
森
林
整
備
に
お
け
る
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
確
に
示
し
、
今
後
の
森
林

づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
質
問
す
る
。

　
　
　
当
町
と
し
て
中
長
期
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
確
に
示
し
、
森
林
整
備
に

向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

　
　
　
県
の
「
か
な
が
わ
森
林
再
生
50

年
構
想
」
と
整
合
を
図
り
、
10
年
間
を

計
画
期
間
と
す
る
山
北
町
森
林
整
備
計

画
に
よ
り
、
森
林
整
備
の
基
本
方
針
を

定
め
、
森
林
区
分
や
区
域
の
設
定
、
森

林
整
備
の
考
え
方
や
目
標
を
明
確
に
示

し
、
今
後
の
森
林
整
備
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

　
　
　
林
業
の
担
い
手
育
成
の
進
捗
状

況
は
。

　
　
　
神
奈
川
県
で
は
「
か
な
が
わ
森

林
塾
」
事
業
を
実
施
し
、
山
北
町
民
の

方
は
４
名
就
業
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
神
奈
川
県
森
林
組
合
連
合
会

で
は
、「
緑
の
雇
用
」
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
と
広
報
・
啓

発
活
動
や
情
報
共
有
な
ど
連
携
を
図

り
、
活
用
を
促
進
し
て
い
く
。

問答

ナラ枯れ被害木を伐採する森林組合員（浅間山）

かながわ森林塾を卒業し活躍する担い手

　
　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に
つ

い
て
成
果
は
。

　
ま
た
、
今
後
の
計
画
は
。

　
　
　
林
道
改
良
工
事
や
間
伐
材
搬
出

奨
励
金
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木
伐
採
工
事

等
の
費
用
に
充
当
し
た
。

　
令
和
４
年
度
、
新
規
に
川
村
小
学
校

の
児
童
を
対
象
に
し
た
森
林
体
験
学
習

な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

問答
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一
般
質
問

原稿は、質問者本人が作成しています。

和田 成功 議員

問 災害に強い森林整備を
答 森林整備に積極的に取り組んでいく

　
森
林
は
、
土
砂
災
害
防
止
機
能
も
含

め
た
多
様
な
機
能
を
有
す
る
こ
と
か

ら
、
従
来
か
ら
「
緑
の
社
会
資
本
」
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
当
町
に
お
い

て
も
近
年
の
豪
雨
災
害
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
な
山
地
災
害
が
多
発
し
て
い
る
。

　
早
急
に
森
林
の
土
砂
災
害
防
止
機
能

を
高
度
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
、
山
間
地
域
の
減
災
に
寄
与
し
て

い
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
改
め
て
認

識
し
て
い
る
。

　
当
町
と
し
て
森
林
整
備
に
お
け
る
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
確
に
示
し
、
今
後
の
森
林

づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
質
問
す
る
。

　
　
　
当
町
と
し
て
中
長
期
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
確
に
示
し
、
森
林
整
備
に

向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

　
　
　
県
の
「
か
な
が
わ
森
林
再
生
50

年
構
想
」
と
整
合
を
図
り
、
10
年
間
を

計
画
期
間
と
す
る
山
北
町
森
林
整
備
計

画
に
よ
り
、
森
林
整
備
の
基
本
方
針
を

定
め
、
森
林
区
分
や
区
域
の
設
定
、
森

林
整
備
の
考
え
方
や
目
標
を
明
確
に
示

し
、
今
後
の
森
林
整
備
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

　
　
　
林
業
の
担
い
手
育
成
の
進
捗
状

況
は
。

　
　
　
神
奈
川
県
で
は
「
か
な
が
わ
森

林
塾
」
事
業
を
実
施
し
、
山
北
町
民
の

方
は
４
名
就
業
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
神
奈
川
県
森
林
組
合
連
合
会

で
は
、「
緑
の
雇
用
」
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
と
広
報
・
啓

発
活
動
や
情
報
共
有
な
ど
連
携
を
図

り
、
活
用
を
促
進
し
て
い
く
。

問答

ナラ枯れ被害木を伐採する森林組合員（浅間山）

かながわ森林塾を卒業し活躍する担い手

　
　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に
つ

い
て
成
果
は
。

　
ま
た
、
今
後
の
計
画
は
。

　
　
　
林
道
改
良
工
事
や
間
伐
材
搬
出

奨
励
金
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木
伐
採
工
事

等
の
費
用
に
充
当
し
た
。

　
令
和
４
年
度
、
新
規
に
川
村
小
学
校

の
児
童
を
対
象
に
し
た
森
林
体
験
学
習

な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

問答
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一
般
質
問

山北の森林風景

向原保育園

大型商業施設

原稿は、質問者本人が作成しています。

遠藤 和秀 議員

問 町長の今後の町に対する熱意を問う
答 ４期目に出馬し元気なやまきたに
向けて全力で取り組む

　
町
長
は
、
町
民
か
ら
の
負
託
を
受
け

町
政
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
３
期
目

が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
東
山
北
1
0
0
0
計
画
に
基
づ
く

大
型
商
業
施
設
オ
ー
プ
ン
・
大
企
業
の

誘
致
・
町
営
住
宅
の
建
設
や
町
民
福
祉

の
向
上
等
は
町
長
の
成
果
と
思
う
。

　
少
子
高
齢
化
に
よ
る
急
激
な
人
口
減

少
は
、
大
き
な
課
題
と
な
り
行
政
運
営

に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
質
問
す
る
。

　
　
　
山
北
町
第
５
次
総
合
計
画
で
掲

げ
た
「
み
ん
な
で
つ
く
る
　
魅
力
あ
ふ

れ
る
元
気
な
ま
ち
　
や
ま
き
た
」だ
が
、

町
長
の
自
己
評
価
は
い
か
が
か
。

　
令
和
４
年
７
月
に
町
長
選
挙
を
控

え
、４
期
目
に
対
す
る
町
長
の
考
え
は
。

　
　
　
平
成
22
年
７
月
に
町
長
に
就

任
し
、「
元
気
な
山
北
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
私
の
自
己
評
価
は
７
割
。
実
施
が
遅

れ
て
い
る
事
業
も
一
部
あ
る
が
、
取
り

残
し
の
な
い
よ
う
全
力
で
取
り
組
む
。

　
第
６
次
総
合
計
画
は
、
本
町
の
将
来

の
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
た
行
政
運
営
の

指
針
と
し
て
、
策
定
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問答

　
　
　
４
期
目
に
向
け
た
意
気
込
み
、

新
規
事
業
計
画
等
の
考
え
は
。

　
　
　
開
通
後
の
山
北
ス
マ
ー
ト

I
C
周
辺
土
地
利
用
を
は
じ
め
と
し

た
地
域
振
興
策
や
、
本
町
の
豊
か
な
森

林
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い

く
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
、
４
期

目
に
お
け
る
私
の
使
命
で
あ
る
。

　
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
積
極
的
に

推
進
し
て
い
く
。

問答

　
　
　
急
激
に
進
む
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
に
対
す
る
今
後
の
考
え
は
。

　
　
　
転
出
者
が
転
入
者
を
上
回
る
社

会
減
少
と
、
自
然
減
少
の
状
況
が
続
い

て
い
る
。
　

　
少
子
化
の
歯
止
め
に
子
育
て
支
援
を

充
実
さ
せ
、
幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど

も
園
の
無
償
に
よ
る
完
全
給
食
の
実
施

や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
の
見

直
し
を
行
う
。
ま
た
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
せ
る
事
業
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問答

一
般
質
問

可燃ごみにプラごみが6.8％程度含まれていました

楽しんだら持ち帰りましょう

リデュース
ごみそのものを減らす

リユース
何回もくり返し使う

リサイクル
資源として再利用する

(※)3Rとは

原稿は、質問者本人が作成しています。

山崎 政司 議員

問 プラスチックごみの減量化対策を問う
答 3Rの徹底を前向きに進めたい

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
自
然
分
解
さ
れ
な

い
こ
と
か
ら
河
川
や
海
な
ど
に
放
出
さ

れ
る
と
滞
り
つ
づ
け
る
こ
と
と
な
る
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
初
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
観
光
客
が
河
川
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
で
楽
し
ん
で
い
る
が
、
プ

ラ
ご
み
が
放
置
さ
れ
て
い
る
状
況
が
散

見
さ
れ
て
い
る
。

　
放
置
さ
れ
た
も
の
が
、
河
川
を
流
れ

海
洋
汚
染
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
不
法
投
棄
・
減
量
化
対
策
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
質
問
す
る
。

　
　
　
プ
ラ
ご
み
の
減
量
化
の
現
状
と

対
策
は
。

　
　
　
現
在
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
食

品
ト
レ
ー
・
プ
ラ
マ
ー
ク
の
３
種
類
に

分
別
し
、
資
源
ご
み
と
し
て
回
収
し
て

い
る
。

　
令
和
２
年
度
実
績
は
、
約
1
1
0

ト
ン
と
増
加
傾
向
で
あ
り
、
一
部
の
エ

リ
ア
で
「
ご
み
質
調
査
」
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
可
燃
ご
み
の
中
に
混
入
し
て

い
た
プ
ラ
ご
み
は
6
・
8
％
で
上
郡
１

市
５
町
の
平
均
値
4
・
6
％
を
上
回
っ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　
今
後
も
３
R
（
※
）
を
広
報
等
活
用

し
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

問答

　
　
　
河
川
敷
に
お
け
る
プ
ラ
ご
み
の

不
法
投
棄
対
策
は
。

　
　
　
河
川
管
理
者
が
対
応
す
べ
き
事

案
で
あ
る
た
め
、
県
や
警
察
に
も
通
報

し
連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
河
川
を
流
れ
海
の
環
境
や
生

態
系
に
影
響
を
与
え
る
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
問
題
は
、
町
と
し
て
も
早
急
に

取
り
組
む
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　
令
和
４
年
２
月
に
県
西
統
一
で
「
プ

ラ
ご
み
ゼ
ロ
共
同
宣
言
」
を
行
い
、
ク

リ
ー
ン
活
動
の
広
域
的
な
取
り
組
み
を

展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

問答

　
　
　
地
球
温
暖
化
対
策
に
対
す
る
町

の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
平
成
19
年
に
地
球
温
暖
化
防
止

計
画
「
や
ま
き
た
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
策

定
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
、
町
民
・
事
業
者
と
の
協
働
に

よ
る
「
地
球
温
暖
化
防
止
地
域
計
画
」

の
策
定
を
目
指
し
た
い
。

問答　
山
崎
政
司
議
員
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
令
和
４
年
４
月
８
日
に
急

逝
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
般
質
問

可燃ごみにプラごみが6.8％程度含まれていました

楽しんだら持ち帰りましょう

リデュース
ごみそのものを減らす

リユース
何回もくり返し使う

リサイクル
資源として再利用する

(※)3Rとは

原稿は、質問者本人が作成しています。

山崎 政司 議員

問 プラスチックごみの減量化対策を問う
答 3Rの徹底を前向きに進めたい

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
自
然
分
解
さ
れ
な

い
こ
と
か
ら
河
川
や
海
な
ど
に
放
出
さ

れ
る
と
滞
り
つ
づ
け
る
こ
と
と
な
る
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
初
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
観
光
客
が
河
川
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
で
楽
し
ん
で
い
る
が
、
プ

ラ
ご
み
が
放
置
さ
れ
て
い
る
状
況
が
散

見
さ
れ
て
い
る
。

　
放
置
さ
れ
た
も
の
が
、
河
川
を
流
れ

海
洋
汚
染
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
不
法
投
棄
・
減
量
化
対
策
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
質
問
す
る
。

　
　
　
プ
ラ
ご
み
の
減
量
化
の
現
状
と

対
策
は
。

　
　
　
現
在
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
食

品
ト
レ
ー
・
プ
ラ
マ
ー
ク
の
３
種
類
に

分
別
し
、
資
源
ご
み
と
し
て
回
収
し
て

い
る
。

　
令
和
２
年
度
実
績
は
、
約
1
1
0

ト
ン
と
増
加
傾
向
で
あ
り
、
一
部
の
エ

リ
ア
で
「
ご
み
質
調
査
」
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
可
燃
ご
み
の
中
に
混
入
し
て

い
た
プ
ラ
ご
み
は
6
・
8
％
で
上
郡
１

市
５
町
の
平
均
値
4
・
6
％
を
上
回
っ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　
今
後
も
３
R
（
※
）
を
広
報
等
活
用

し
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

問答

　
　
　
河
川
敷
に
お
け
る
プ
ラ
ご
み
の

不
法
投
棄
対
策
は
。

　
　
　
河
川
管
理
者
が
対
応
す
べ
き
事

案
で
あ
る
た
め
、
県
や
警
察
に
も
通
報

し
連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
河
川
を
流
れ
海
の
環
境
や
生

態
系
に
影
響
を
与
え
る
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
問
題
は
、
町
と
し
て
も
早
急
に

取
り
組
む
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　
令
和
４
年
２
月
に
県
西
統
一
で
「
プ

ラ
ご
み
ゼ
ロ
共
同
宣
言
」
を
行
い
、
ク

リ
ー
ン
活
動
の
広
域
的
な
取
り
組
み
を

展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

問答

　
　
　
地
球
温
暖
化
対
策
に
対
す
る
町

の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
平
成
19
年
に
地
球
温
暖
化
防
止

計
画
「
や
ま
き
た
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
策

定
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
、
町
民
・
事
業
者
と
の
協
働
に

よ
る
「
地
球
温
暖
化
防
止
地
域
計
画
」

の
策
定
を
目
指
し
た
い
。

問答　
山
崎
政
司
議
員
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
令
和
４
年
４
月
８
日
に
急

逝
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
般
質
問

原稿は、質問者本人が作成しています。

堀口 恵一 議員

問（仮称）山北スマートIC整備計画の見直しを
答 接続ルート東、西、北から選定していく

　（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
I
C
は
当

初
、
道
志
村
を
通
る
小
田
原
甲
府
線
構

想
な
ど
甲
府
へ
抜
け
る
道
と
の
関
連
付

け
で
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
も
の

と
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
現
在
、
イ
ン
タ
ー
北
の
丹
沢

湖
か
ら
町
外
へ
抜
け
る
道
は
お
お
よ
そ

①
山
北
藤
野
線
（
北
）、
②
秦
野
峠
林

道
（
東
）、
③
水
の
木
幹
線
林
道
（
西
）

の
３
つ
が
あ
る
が
全
て
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
る
。

　
丹
沢
湖
か
ら
町
外
へ
抜
け
る
道
が
な

い
状
態
で
の
イ
ン
タ
ー
開
通
は
袋
小
路

を
作
り
出
し
ゴ
ミ
問
題
や
駐
車
場
不

足
、
交
通
渋
滞
な
ど
で
期
待
す
る
効
果

は
得
ら
れ
ず
、
ト
ー
タ
ル
で
見
る
と
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

す
る
。

　
そ
こ
で
質
問
す
る
。

新東名（仮称）山北スマートICと小田原甲府ルートの関係を示す地図

　
　
　
小
田
原
甲
府
線
構
想
は
平
成
20

年
ま
で
研
究
さ
れ
、
そ
の
後
動
き
が
な

い
が
、
現
在
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る

問

　
　
　
令
和
４
年
２
月
に
河
口
湖
か

ら
甲
府
に
抜
け
る
「
新
た
な
御
坂
ト

ン
ネ
ル
」（
現
新
御
坂
ト
ン
ネ
ル
の

1
2
0
m
下
方
に
計
画
）
を
山
梨
県

知
事
が
国
に
要
望
し
た
。

　
現
在
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
小
田

原
か
ら
甲
府
へ
の
道
路
は
益
々
便
利
に

な
る
状
況
で
あ
る
。
　

　
そ
の
道
路
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に
な

る
③
（
西
の
道
）
は
、
山
中
湖
と
の
観

光
連
携
な
ど
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が

描
け
る
の
で
優
先
的
に
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
丹
沢
湖
か
ら
東
、
西
、
北
の
３

方
向
の
中
で
、
町
域
を
越
え
る
幹
線
道

路
の
必
要
性
や
効
果
な
ど
を
整
理
し
、

優
先
的
に
検
討
を
進
め
る
ル
ー
ト
を
判

断
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問答
　
　
　
優
位
性
が
な
く
な
っ
た
た
め
で

は
な
く
、
道
志
村
な
ど
山
梨
県
側
自
治

体
と
の
温
度
差
が
あ
り
、
だ
ん
だ
ん
下

火
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

答

小
田
原
か
ら
甲
府
へ
の
道
路
の
充
実

に
比
べ
優
位
性
が
な
く
な
っ
た
た
め

で
は
な
い
の
か
。

一
般
質
問

スマートIC工事現場

道の駅やまきた周辺風景

原稿は、質問者本人が作成しています。

瀬戸 伸二 議員

問 民有地活用を積極的に
答 所有者に意向調査を行い解決を図る

　（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
I
C
の
開

通
後
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、
民
有
地
の
活
用
が
不
可
欠
で
は
な

か
ろ
う
か
と
考
え
る
。

　
行
政
は
む
や
み
に
民
有
地
を
干
渉
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
承
知
し
て
い
る

が
、
高
齢
化
が
進
む
当
町
に
お
い
て
、

地
権
者
の
意
思
を
確
認
し
つ
つ
民
有
地

活
用
を
検
討
し
、
町
の
活
性
化
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
質
問
す
る
。

　
　
　（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
I
C

周
辺
土
地
利
用
に
つ
い
て
、　

　
清
水
あ
り
方
研
究
会
（
※
）
で
は
提

案
書
を
提
出
し
た
が
、
町
と
し
て
の
取

り
扱
い
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
清
水
あ
り
方
研
究
会
の
提
案
書

に
は
「
ふ
れ
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
」「
道
の

駅
」
及
び
周
辺
の
農
地
を
活
用
し
、
体

験
交
流
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
考
え
な

ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、
ス

マ
ー
ト
I
C
周
辺
土
地
利
用
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問答

　
　
　
現
在
、
河
内
川
沿
い
農
地
に
は

遊
休
地
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、「
道
の

駅
」「
ふ
れ
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
」
を
含
め

た
有
効
活
用
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
農
地
法
な
ど
の
法
規
制
の
課
題

も
あ
る
が
、
清
水
あ
り
方
研
究
会
や
土

地
所
有
者
な
ど
の
意
見
を
伺
い
、
河
内

川
沿
い
農
地
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

問答

　
　
　
町
内
で
増
え
て
い
る
耕
作
放
棄

地
や
雑
木
林
化
し
て
い
る
山
林
の
地
権

者
と
、
活
用
プ
ラ
ン
の
提
案
等
意
見
交

換
を
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　
　
農
業
委
員
の
現
地
調
査
に
よ

り
、
個
々
の
問
題
等
を
解
決
し
耕
作
放

棄
地
の
解
消
を
図
っ
て
い
る
。

　
雑
木
林
化
さ
れ
た
山
林
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
と
十
分
な
意
見
交
換
を
行

い
、
森
林
環
境
の
保
全
・
再
生
を
推
進

し
て
い
く
。

問答（
※
）
清
水
あ
り
方
研
究
会
と
は

　
地
元
の
有
志
を
中
心
に
、
清
水
地

域
の
地
域
振
興
を
考
え
る
組
織
。
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一
般
質
問

スマートIC工事現場

道の駅やまきた周辺風景

原稿は、質問者本人が作成しています。

瀬戸 伸二 議員

問 民有地活用を積極的に
答 所有者に意向調査を行い解決を図る

　（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
I
C
の
開

通
後
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、
民
有
地
の
活
用
が
不
可
欠
で
は
な

か
ろ
う
か
と
考
え
る
。

　
行
政
は
む
や
み
に
民
有
地
を
干
渉
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
承
知
し
て
い
る

が
、
高
齢
化
が
進
む
当
町
に
お
い
て
、

地
権
者
の
意
思
を
確
認
し
つ
つ
民
有
地

活
用
を
検
討
し
、
町
の
活
性
化
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
質
問
す
る
。

　
　
　（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
I
C

周
辺
土
地
利
用
に
つ
い
て
、　

　
清
水
あ
り
方
研
究
会
（
※
）
で
は
提

案
書
を
提
出
し
た
が
、
町
と
し
て
の
取

り
扱
い
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
清
水
あ
り
方
研
究
会
の
提
案
書

に
は
「
ふ
れ
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
」「
道
の

駅
」
及
び
周
辺
の
農
地
を
活
用
し
、
体

験
交
流
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
考
え
な

ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、
ス

マ
ー
ト
I
C
周
辺
土
地
利
用
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問答

　
　
　
現
在
、
河
内
川
沿
い
農
地
に
は

遊
休
地
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、「
道
の

駅
」「
ふ
れ
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
」
を
含
め

た
有
効
活
用
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
農
地
法
な
ど
の
法
規
制
の
課
題

も
あ
る
が
、
清
水
あ
り
方
研
究
会
や
土

地
所
有
者
な
ど
の
意
見
を
伺
い
、
河
内

川
沿
い
農
地
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

問答

　
　
　
町
内
で
増
え
て
い
る
耕
作
放
棄

地
や
雑
木
林
化
し
て
い
る
山
林
の
地
権

者
と
、
活
用
プ
ラ
ン
の
提
案
等
意
見
交

換
を
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　
　
農
業
委
員
の
現
地
調
査
に
よ

り
、
個
々
の
問
題
等
を
解
決
し
耕
作
放

棄
地
の
解
消
を
図
っ
て
い
る
。

　
雑
木
林
化
さ
れ
た
山
林
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
と
十
分
な
意
見
交
換
を
行

い
、
森
林
環
境
の
保
全
・
再
生
を
推
進

し
て
い
く
。

問答（
※
）
清
水
あ
り
方
研
究
会
と
は

　
地
元
の
有
志
を
中
心
に
、
清
水
地

域
の
地
域
振
興
を
考
え
る
組
織
。
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一
般
質
問

原稿は、質問者本人が作成しています。

瀬戸 恵津子 議員

問（仮称）山北スマートIC周辺土地利用構想概略図の進捗は

答 今後地域と連携し土地利用を進めていく

　（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
I
C
周
辺

土
地
利
用
構
想
概
略
図
に
地
域
の
提
案

等
を
ど
の
よ
う
に
反
映
し
、
今
後
の
土

地
利
用
構
想
の
実
現
に
向
け
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
質
問
す
る
。

　
　
　
歩
行
者
の
安
全
の
た
め
、
清
水

や
ま
な
み
橋
へ
歩
道
等
の
対
策
を
と
る

べ
き
で
は
。

　
　
　
清
水
や
ま
な
み
橋
は
、
平
成
26

年
２
月
28
日
に
完
成
し
た
が
、
建
設
時

は
ス
マ
ー
ト
I
C
が
設
置
さ
れ
な
い

想
定
で
あ
っ
た
た
め
、
歩
道
が
な
い
橋

と
な
っ
た
。
構
造
上
、
歩
道
の
設
置
は

困
難
な
た
め
、
既
存
の
橋
を
活
用
す
る

な
ど
地
元
と
調
整
し
検
討
す
る
。

問答

　
　
　（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
I
C

周
辺
土
地
利
用
は
、
法
規
制
を
精
査
し

検
討
し
て
い
く
と
過
去
に
答
弁
さ
れ
て

い
る
が
状
況
は
。

　
　
　
土
地
利
用
の
観
点
で
大
き
な
課

題
と
な
る
事
案
は
、「
山
砂
利
採
取
地

の
跡
地
活
用
」
と
「
旧
清
水
小
・
中
学

校
の
跡
地
活
用
」
が
あ
る
。

　
透
間
地
区
の
山
砂
利
採
取
地
の
跡
地

活
用
の
検
討
に
つ
い
て
は
民
有
地
で
あ

り
、
現
在
事
業
者
が
保
安
林
代
替
施
設

整
備
計
画
や
そ
の
後
の
平
地
化
事
業
計

画
の
見
直
し
を
国
・
県
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
町
は
具
体
的
な
検
討
は
し
て
い
な
い

が
、
引
き
続
き
事
業
者
と
連
携
し
進
捗

状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

問答

　
　
　
２
つ
の
計
画
を
事
業
者
や
地

権
者
に
進
め
て
も
ら
う
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

　
　
　
保
安
林
代
替
施
設
整
備
計
画
は

保
安
林（
※
）を
伐
採
し
て
砂
利
を
採
っ

て
い
る
た
め
、
保
安
林
の
代
わ
り
と
な

る
も
の
を
造
る
計
画
で
国
へ
提
出
す
る

も
の
。

　
平
地
化
事
業
計
画
も
保
安
林
代
替
施

設
整
備
計
画
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
に
な
る

と
思
う
。

問答

　
こ
れ
に
よ
り
土
地
の
形
状
が
わ
か
る

た
め
、
将
来
的
に
は
土
地
利
用
の
検
討

や
課
税
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
町
は
、
事
業
者
等
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く
。透間の砂利採取場

（
※
）
保
安
林
と
は

　
降
水
を
貯
め
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
出

る
機
能
や
防
災
、
生
活
環
境
の
保
全
、

お
い
し
い
水
を
供
給
す
る
目
的
の
た

め
指
定
さ
れ
て
い
る
森
林
。

一
般
質
問

原稿は、質問者本人が作成しています。

清水 明 議員

問 町の人口増加策を問う
答 各団体と連携しながら定住対策を進める

　
町
の
努
力
に
よ
り
流
入
人
口
は
増
加

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。

　
改
め
て
町
の
人
口
増
加
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　
　
　
県
立
山
北
高
校
が
３
年
間
取
り

組
ん
で
き
た
「
地
域
と
の
協
働
に
よ
る

高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業
（
地
域

魅
力
型
）」（
※
）
の
研
究
成
果
発
表
会

で
は
、
山
北
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
地
域

住
民
と
共
有
し
、
住
み
良
い
町
で
あ
る

こ
と
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
町
の
活

性
化
を
図
り
、
人
口
増
に
つ
な
げ
る
熱

意
を
感
じ
た
。

　
町
は
そ
れ
ら
の
提
言
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
、
対
応
す
る
の
か
。

問

　
　
　
子
育
て
世
代
を
町
に
呼
び
込
む

た
め
に
、
遊
休
農
地
と
、
農
業
志
向
の

流
入
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
人
口
増
加

策
と
し
て
進
め
る
の
は
ど
う
か
。

問

順番待ちの町の貸農園（日向地区）

　
　
　
発
表
会
の
参
加
者
か
ら
多
く
の

肯
定
的
な
意
見
、
感
想
を
も
ら
っ
た
。

　
今
後
も
町
と
県
教
育
委
員
会
と
の
協

定
を
継
続
し
な
が
ら
山
北
高
校
と
の
連

携
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
町
行
政

が
中
核
と
な
り
、
関
係
機
関
、
団
体
等

の
施
策
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
し
て
、
豊
か
な
人
間
力
を
身
に
つ

け
た
若
い
人
材
が
、
将
来
町
に
戻
り
、

力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
人
口
問
題
の
解

決
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

答

（
※
）「
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
等

学
校
教
育
改
革
推
進
事
業
（
地
域
魅

力
型
）」
と
は

　
社
会
を
地
域
か
ら
分
厚
く
支
え
る

人
材
の
育
成
に
向
け
た
教
育
改
革
を

推
進
す
る
た
め
、高
等
学
校
が
自
治
体
、

高
等
教
育
機
関
、
産
業
界
等
と
の
協
働

に
よ
り
地
域
課
題
等
の
解
決
等
の
探

求
的
な
学
び
を
実
現
す
る
文
部
科
学

省
の
取
り
組
み
。

　
　
　
家
庭
菜
園
や
兼
業
で
農
業
を

や
り
た
い
な
ど
、
小
規
模
な
農
地
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
き
て

い
る
。
関
係
課
か
ら
提
供
さ
れ
た
情

報
を
も
と
に
遊
休
農
地
の
取
得
や
町

内
の
貸
農
園
、
町
の
助
成
制
度
等
に
つ

い
て
説
明
す
る
な
ど
、
希
望
者
に
対
し

て
、
庁
内
で
連
携
を
図
り
、
し
っ
か
り

と
し
た
対
応
を
と
る
よ
う
指
示
し
て

い
る
。

答
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一
般
質
問

原稿は、質問者本人が作成しています。

清水 明 議員

問 町の人口増加策を問う
答 各団体と連携しながら定住対策を進める

　
町
の
努
力
に
よ
り
流
入
人
口
は
増
加

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。

　
改
め
て
町
の
人
口
増
加
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　
　
　
県
立
山
北
高
校
が
３
年
間
取
り

組
ん
で
き
た
「
地
域
と
の
協
働
に
よ
る

高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業
（
地
域

魅
力
型
）」（
※
）
の
研
究
成
果
発
表
会

で
は
、
山
北
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
地
域

住
民
と
共
有
し
、
住
み
良
い
町
で
あ
る

こ
と
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
町
の
活

性
化
を
図
り
、
人
口
増
に
つ
な
げ
る
熱

意
を
感
じ
た
。

　
町
は
そ
れ
ら
の
提
言
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
、
対
応
す
る
の
か
。

問

　
　
　
子
育
て
世
代
を
町
に
呼
び
込
む

た
め
に
、
遊
休
農
地
と
、
農
業
志
向
の

流
入
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
人
口
増
加

策
と
し
て
進
め
る
の
は
ど
う
か
。

問

順番待ちの町の貸農園（日向地区）

　
　
　
発
表
会
の
参
加
者
か
ら
多
く
の

肯
定
的
な
意
見
、
感
想
を
も
ら
っ
た
。

　
今
後
も
町
と
県
教
育
委
員
会
と
の
協

定
を
継
続
し
な
が
ら
山
北
高
校
と
の
連

携
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
町
行
政

が
中
核
と
な
り
、
関
係
機
関
、
団
体
等

の
施
策
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
し
て
、
豊
か
な
人
間
力
を
身
に
つ

け
た
若
い
人
材
が
、
将
来
町
に
戻
り
、

力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
人
口
問
題
の
解

決
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

答

（
※
）「
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
等

学
校
教
育
改
革
推
進
事
業
（
地
域
魅

力
型
）」
と
は

　
社
会
を
地
域
か
ら
分
厚
く
支
え
る

人
材
の
育
成
に
向
け
た
教
育
改
革
を

推
進
す
る
た
め
、高
等
学
校
が
自
治
体
、

高
等
教
育
機
関
、
産
業
界
等
と
の
協
働

に
よ
り
地
域
課
題
等
の
解
決
等
の
探

求
的
な
学
び
を
実
現
す
る
文
部
科
学

省
の
取
り
組
み
。

　
　
　
家
庭
菜
園
や
兼
業
で
農
業
を

や
り
た
い
な
ど
、
小
規
模
な
農
地
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
き
て

い
る
。
関
係
課
か
ら
提
供
さ
れ
た
情

報
を
も
と
に
遊
休
農
地
の
取
得
や
町

内
の
貸
農
園
、
町
の
助
成
制
度
等
に
つ

い
て
説
明
す
る
な
ど
、
希
望
者
に
対
し

て
、
庁
内
で
連
携
を
図
り
、
し
っ
か
り

と
し
た
対
応
を
と
る
よ
う
指
示
し
て

い
る
。

答

19

令和４年５月　№209� やまきたまち　議会だより



一
般
質
問

冨田 陽子 議員

粗い板に、木の輪切りや木っ端を並べて、その間にボー
ルを転がす。木を使った子どもの遊びは無限大だ。

しいたけの菌打ちを楽しむ園児たち。

原稿は、質問者本人が作成しています。

問「木育」の推進を
答 教育・保育の場で積極的に取り入れていく

　
　
　
町
と
し
て
「
木
育
」
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
農
林
業
と
い
う
視
点
か
ら
も
木

育
を
幼
稚
園
、
小
学
校
で
実
施
す
る
こ

と
で
将
来
の
林
業
や
担
い
手
に
つ
な
が

る
の
で
あ
れ
ば
、
町
と
し
て
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
木
育
は
、
生
活
、
環
境
、
言
語
、
表

現
の
中
に
関
連
づ
け
な
が
ら
環
境
教
育

と
い
う
大
枠
の
中
で
推
進
し
た
い
。

問答
　
　
　
教
育
・
保
育
現
場
で
の
木
育
の

取
り
組
み
状
況
は
。

　
　
　
幼
児
教
育
・
保
育
の
現
場
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
、
間
伐
材
を

活
用
し
丸
太
の
輪
切
り
な
ど
の
遊
び
道

具
を
提
供
し
て
い
る
。

　
学
校
教
育
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら

新
た
に
２
年
生
、
５
年
生
を
対
象
に
森

林
体
験
学
習
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問答

　
　
　
木
を
生
活
に
取
り
入
れ
身
近
に

感
じ
る
こ
と
も
重
要
。教
室
の
木
質
化
、

木
の
食
器
や
遊
具
を
取
り
入
れ
て
は
。

　
　
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ
り
木
が
い

い
。
木
質
化
は
状
況
を
見
な
が
ら
取
り

入
れ
た
い
。
食
器
や
遊
具
も
総
合
的
に

判
断
し
て
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

問答
　
　
　
町
民
が
森
林
活
動
や
、
木
育
の

取
り
組
み
を
行
え
る
よ
う
に
応
援
す
る

制
度
を
。

　
　
　
令
和
４
年
度
か
ら
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
を
対
象
に
活
動
経
費
の
一
部
を
助

成
し
て
い
く
。
木
育
に
対
す
る
活
動
に

も
調
整
し
て
い
く
。

問答

　「
木
育
」
と
は
、
木
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
鋭
い
感
性
や

自
然
へ
の
親
し
み
、
森
林
や
環
境
問
題

に
対
す
る
確
か
な
理
解
の
基
礎
を
育
む

も
の
で
あ
る
。

　「
木
育
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
木
は
資
源
で
あ
り
、
木
・
山
が
た

く
さ
ん
あ
る
わ
が
町
は
、
資
源
が
豊
富

で
豊
か
だ
と
い
う
価
値
観
を
子
ど
も
た

ち
が
身
に
付
け
る
こ
と
に
町
の
未
来
が

あ
る
と
考
え
る
。

　
当
町
の
み
な
ら
ず
世
界
の
環
境
保
全

や
、
観
光
な
ど
の
課
題
解
決
、
持
続
可

能
な
社
会
づ
く
り
の
担
い
手
を
育
て
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
問
う
。

地域を創るのは議会です！

開催日：　令和３年11月８日（月）
場　所：　山北町役場401会議室
講　師：　中　村　健　　氏
　　　（早稲田大学マニフェスト研究所事務局長）

開催日：　令和４年１月21日（金）
場　所：　山北町役場401会議室
講　師：　長内　　紳悟　　氏
　　　（早稲田大学マニフェスト研究所）

・議会は地域課題を解決し、地域の未来を創造する権限を有している
・議会の視点が変われば予算の付け方、計画の作り方が変わる（執行部が変わる）
・執行部が変われば地域が変わる

住民から信頼される議会とは

「議会のICT活用と
デジタル化」

　時代の変化とともに、議会に求められる役割は大きく変
わってきています。議会では、議会改革の取り組みを進め
ていますが、研修で、議会はこういうものだという思い込
みがあったことを認識させられ、議会改革ではなく議会変
革に取り組む必要があると感じた研修でした。
　また、これからは議会力の差で地域に差が生まれるとの
講義を受け、将来を見据えた議論ができる議会の体制づく
りに積極的に取り組んでいきます。

　議会では、「おしゃべりカフェ」など町民との対
話を通じて、民意の吸収に努めております。
　また、議会インターネット配信、タブレット導入、
リモート会議など調査研究に取り組んでおります。
　研修で学んだ、「対話は傾聴から」を念頭に今後
も民意の吸収を積極的に進めながら、議会力強化に
努めて参ります。
　議会の ICT化には、議員の意識改革や、議会のルー
ルの見直しなど多くの課題がありますが、ICT活用
に取り組んでいきます。

町議会YouTubeチャンネル

開設しました

様々な情報発信をして
いきますので、チャンネル
登録お願いします

研修会レポート①

研修会レポート②
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12/20 山北駅前
Cafe NICO

◆ �R246 の渋滞は何とかならないか。常
に渋滞していてまいっている。

◆ �高齢化が進む当町において、民生委
員をもっと増やすべき。

◆ �松田町の冷暖房のあるコミュニティ
施設のような待合室が欲しい。

やまきた町議会

おしゃべり Cafe
　議会では、皆さまとの意見交換の場を増やす

ことを目的におしゃべりCafeを開催しています。

　コロナ禍でやむを得ず中止が続いていますが、

今後ともさまざまな場所で開催し、より多くの

方と意見交換をしていきます。

11/20 小田原百貨店
◆ �静岡から移住してきたが、移住当初は

近くに何もなく不便だったが、商業施

設ができ今は何も不便なく生活できて

いる。

◆ �役場は民間の経験者の若手をもっと採

用した方が良い。

◆ �登下校の見守りをしっかりやるべきだ。

◆ �クマが騒がれている。役場は鈴を世帯

に１個提供する考えはないか。

　町議会では、皆さまとの意見交換の場を増やすこ
とを目的に「おしゃべりCafe」を開催しています。
　気軽にお立ち寄り頂き、皆さまの『声』をお聞か
せください。

日　時：5月20日（金）13：30～15：30
場　所：小田原百貨店山北店
　　 　（イートインコーナー付近）

日　時：6月20日（月）13：30～15：30
場　所：山北駅前 Cafe NICO広場
　　 　（芝生スペース付近）

おしゃべりCafeは
毎月20日開催！

※当日の様子など記載した
　おしゃべりCafe通信は
　ホームページでご覧いただけます。

きかせて 山高生の声
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№208議会のおと 広報モニターアンケート
　15名の議会広報モニターの皆さまから、2年間にわたりさまざまなご意見をいただい
てまいりました。2年間の活動を振り返っての声をいただきましたのでご紹介します。

◆ �おしゃべりCafe は続けてください。
◆ �広報紙面の事ではなく、紙面以外のことも突っ込みたくなるほど、町の出来事を考える 2年間で
した。

◆ �モニターと分科会による意見交換会が一度も実施されなかったことが残念である。
◆ �2 年間お世話になりました。アンケートに回答させて頂き、正直どこがどのように変化したのか
知りたいと思います。

◆ �モニターになったことで、今まで以上に広報や議会だよりを詳しく読んで勉強になりました。
◆ �議会でどんな話し合いがされているか、知らない町民がほとんどなのでは。
◆ �毎年所信表明の声を聞かせていただける場を設けて欲しい。
◆ �次年度から広報モニターよりも一歩進んで、議会だよりをもと
に、町政の中身を話し合う場ができたら画期的な地域によるオ
ンブズマン育成というか、主権者育成になるのでは。

◆ �おしゃべりCafe だけでなく、その他の議員活動も紹介していた
だきたい。

※全集計結果はホームページに
掲載しています。

きかせて 山高生の声
山北高校の生徒51名の皆さんに

「議会のおと207号」を読んだ意見、感想を寄せていただきましたので一部を紹介します。
なお、いただいたすべてのご意見等はHPに掲載します。

★ �

少
し
か
た
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
、

若
者
に
も
見
て
欲
し
い
の
で
あ
れ
ば

も
っ
と
ポ
ッ
プ
に
し
て
、
わ
か
り
や
す

く
、
見
や
す
く
し
て
欲
し
い
。

★ �

町
民
が
１
番
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

予
算
案
な
ど
の
お
金
関
係
の
記
事
が
見

や
す
か
っ
た
の
で
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

★ �

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
、
交
通
が
不
便

な
地
域
や
、
自
動
車
を
持
っ
て
い
な
い

人
に
と
っ
て
助
け
に
な
る
と
思
っ
た
。

す
ご
い
案
だ
と
思
っ
た
。

★ �

最
後
の
ペ
ー
ジ
の
「
サ
ッ
カ
ー
を
通
し

た
子
ど
も
の
成
長
」
に
つ
い
て
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。

★ �

Ｐ
10
議
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備

を
図
る
。
女
性
の
議
員
が
少
な
い
と
思

う
の
で
、
女
性
議
員
を
増
や
す
た
め
に
、

と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

★ �

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
記

載
し
た
方
が
い
い
と
思
っ
た
。
質
問
に

対
し
て
だ
い
た
い
の
回
答
が
検
討
し
て

い
る
ば
か
り
な
の
で
言
葉
を
換
え
た
方

が
い
い
の
で
は
思
っ
た
。

★ �「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
地
球
温
暖
化
」
は
自
分
に
何

が
で
き
る
か
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
自

分
な
り
に
調
べ
て
実
践
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
た
。

全感想は
こちらから
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新
緑
の
候
、
活
動
的
な
季
節
と
な
り
、
天
気
の
い
い

日
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
出
か
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

　

し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
た
り
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
激
し

さ
を
増
し
、
世
界
情
勢
は
緊
迫
化
し
て
い
ま
す
。
特
に

情
報
が
遮
断
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
誤
っ
た
情
報
が
配

信
さ
れ
た
場
合
は
そ
こ
に
住
む
住
民
は
正
確
な
情
報
を

受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

議
会
だ
よ
り
は
町
民
視
点
の
一
番
身
近
な
情
報
源
で

す
。
町
民
の
皆
様
に
直
接
関
係
し
て
く
る
テ
ー
マ
も
多

く
、
一
緒
に
考
え
て
欲
し
い
テ
ー
マ
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
見
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く
、
正
確
な
情
報

発
信
に
こ
こ
ろ
が
け
、
町
の
い
ろ
い
ろ
な
課
題
解
決
や

ビ
ジ
ョ
ン
創
成
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。�

（
堀
口
恵
一
）

編
集
後
記

広
報
分
科
会

会
　
長
　
清
水
　
　
明

副
会
長
　
堀
口
　
恵
一

委
　
員
　
山
崎
　
政
司

　
　
　
　
和
田
　
成
功

　
　
　
　
府
川
　
輝
夫

　
　
　
　
石
田
　
照
子

議会事務局 75-3653お問い合わせ

第２回定例会（予定）
議会の傍聴においでください

庁舎内テレビでも放映しています
6月10日（金）～6月10日（金）～

友
情
・
ほ
ほ
え
み
・

　
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神
を
大
切
に

山
北
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
女
子
）　

監
督
　
辻
　
和
雄 

さ
ん

　

山
北
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
（
女
子
）
の
創
立
は
、

1
9
8
5
年
９
月
で
す
。
今
年
で

37
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

部
員
は
基
本
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
（
幼
稚

園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
年
長
も
可
）
で
ミ
ニ
バ
ス
の
友
情
・

ほ
ほ
え
み
・
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
み
ん
な

仲
良
く
、
楽
し
く
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
、
火
曜
日
・
木
曜
日
が
18
時
か
ら
20
時
、
土
曜
日

が
９
時
か
ら
12
時
い
ず
れ
も
川
村
小
学
校
体
育
館
で
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。
現
在
の
部
員
は
、５
年
生
５
人
、４
年
生
２
人
、

３
年
生
３
人
、
１
年
生
１
人
合
計
で
11
人
と
少
な
く
仲
間
を

増
や
す
こ
と
に
大
変
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
に
大
勢
の
部
員
が
山
北
ミ
ニ
バ
ス
を
卒
業
し
て
い

き
ま
し
た
が
、
実
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
日
本
マ
ラ
ソ
ン
女
子
代
表
の
尾
﨑
好
美
さ
ん
も
そ
の
一

人
で
す
。
尾
﨑
選
手
は
小
学
校
低
学
年
か
ら
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
始
め
、
幼
少
期
か
ら
の
運
動
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
つ
な
が
る
脚
力
を
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
人
か
ら
聞
い

た
話
な
の
で
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
お
子
さ
ん
に
何
か
し
ら
の
運
動
を
さ
せ
た
い
と

お
考
え
の
保
護
者
の
方
、
一
度
練
習
を
見
学
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

府
川
輝
夫
議
員
か
ら

一
身
上
の
都
合
に
よ

り
辞
職
願
が
提
出
さ

れ
、
令
和
４
年
３
月

31
日
付
け
で
辞
職
を

許
可
し
ま
し
た
。
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